
令和２年１１月２３日（月）～令和２年１１月２９日（日）〔令和２年第４８週〕の感染症発生状況 

第４８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．３８人と前週（２．１６人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．７８人と前週（０．８６人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．４１人と前週（０．５９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

 川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は、１１月以降急増し

ており、令和２年第４８週（１１月２３日〜１１月２９日）は２３８件でし

た。前週の２６７件から横ばいではありますが、依然として２００件を超え

る報告数で、このうち約半数に相当する１００件程度は感染経路が明確には

判明していません。 

新型コロナウイルス感染症は、発症２日前から人に感染させる力があると

いわれています。無症状の時期にも感染力がありますので、人と対面で接触

する場合や不特定多数の人が集まる場所などでは、可能な限りマスクなどを

着用し、感染を予防しましょう。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

   

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第４８週報告数第２位

第４８週報告数第１位
無症状の時期にも御注意を！～新型コロナウイルス感染症～ 
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川崎市における新型コロナウイルス感染症の
診断週別発生状況（令和２年） 

※感染経路不明者の割合は「新型コロナウイルス感染症モニタリング状況」から作成 

患者と
接触など 発症

潜伏期間
５日程度 

（１～１４日）

発熱、咳、倦怠感、 
頭痛、筋肉痛、 

関節痛、味覚障害、 
嗅覚障害など 

人によって 
症状が悪化 

（人工呼吸管理 
など） 

発症から 7 日前後で肺炎
を併発することもあり 

感染力の強い期間

典型的な新型コロナウイルス感染症の経過 


